様式例１９（証明願）
                          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文書番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　文部科学大臣　殿
                                          　　　〒○○○-○○○○ 学校法人の所在地  
                                            　　　学校法人　○○○○学園      
                                            　　　理事長 （記名・押印）
証　明　願
下記の土地(注１)は学校法人○○○○の設置する○○大学(注２)の校地(注３)として使用するものであることを証明願います。
    使用目的・・・・登録免許税法第４条第２項による免税措置を得るため。
    用　　途・・・・具体的使用目的(注４)
                                       記
　(注５)
  (1)所在  ○○○市○○○町○丁目          (1)所在  ○○○市○○○町○丁目   
  (2)地番  ○○番の○                      (2)地番  ○○番の○               
  (3)地目  ○○                            (3)地目  ○○                      
　(4)地積  ○○○．○○㎡                　(4)地積  ○○○．○○㎡            
                                                                      以上
　記入上の注意
    注１　校地の場合は「土地」、校舎の場合は「建物」と記入してください。両方の場合は「土　　　　　地及び建物」と記入してください。
　  注２　届出の校地等が複数の学校にかかる場合(大学と短大の共用のような場合)は、「・・　　　　　○○大学及び○○短期大学の校地を・・」のように記入してください。
    注３　土地に関する届出の場合は「校地」、建物に関する届出の場合は「校舎」と記入し、　　　　　届出書には「・・○○大学の運動場を取得し・・」「・・○○大学の体育館を取得し・　　　　　・」のように、具体的用途は記入しないでください。
    注４　用途は、「運動場用地」「校舎敷地」「講義室」「研究所」「体育館」「学生寮」等のように取得校地校舎の使用目的を具体的に記入してください。「大学校地」「校舎」等のような不明確な使用目的では受け付けられません。
    注５　土地の場合は「所在、地番、地目、地積」の４項目を、建物の場合は「所在、家屋番号、種類、構造、面積」の５項目を、登記事項証明書（登記簿謄本）に記載されているとおりに一筆又は一棟ずつ記入してください。誤字がある場合は受け付けられませんので十分に確認してください。ただし漢数字はアラビア数字にしても構いません。
なお、筆数等が多い場合は別紙で一覧表を作成し、証明願には「別紙のとおり」としても構いませんが、このような複数ページにわたる場合は、割り印を押して一連の書類とわかるようにしてください。
　附属建物がある場合は校舎変更届の様式例１６と同じ形式で記入してください。
　区分建物の校舎については校地・校舎変更届の様式例１７又は様式例１８と同じ形式で記入してください。
